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高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
六
年
上
半
期
に
全
国
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
第
一
当
事
者
（
事
故
当
事

者
の
う
ち
最
も
過
失
の
重
い
者
）
の
事
故
が
全
体
の
二
十
八
％
と
な
り
、
過
去
十
年
の
同
時
期
と
比
較
し
、
最
も
高
い
水
準
に

な
っ
て
い
る
。
（
産
経
新
聞
、
十
一
月
七
日
付
朝
刊
）

最
近
で
は
八
十
七
歳
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
小
学
生
の
集
団
登
校
の
列
に
突
っ
込
み
、
十
一
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
横
浜
市

の
事
故
や
、
八
十
三
歳
の
高
齢
者
の
運
転
す
る
車
が
病
院
の
敷
地
で
暴
走
し
二
人
が
死
亡
し
た
立
川
市
の
事
故
、
八
十
六
歳
の

高
齢
者
の
運
転
す
る
車
が
コ
ン
ビ
ニ
店
に
突
入
し
二
人
が
軽
傷
を
負
っ
た
板
橋
区
の
事
故
な
ど
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事

故
が
多
発
し
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

政
府
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
六
月
に
「
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を
公
布

し
、
一
定
の
違
反
行
為
を
し
た
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
に
対
す
る
臨
時
認
知
機
能
検
査
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
し
、
平

成
二
十
九
年
三
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
改
正
法
は
、
認
知
症
の
診
断
が
で
き
る
専
門
医
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
免
許
が
取
り
消
さ
れ
る
と
高
齢
者

の
足
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
課
題
が
多
い
と
指
摘
す
る
専
門
家
も
い
る
た
め
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一



一

来
年
三
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
道
路
交
通
法
の
改
正
法
で
は
、
交
通
違
反
を
し
な
く
て
も
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
第

一
分
類
（
認
知
症
の
恐
れ
）
と
診
断
さ
れ
る
と
免
許
が
取
り
消
さ
れ
る
。
東
京
新
聞
十
一
月
十
二
日
付
朝
刊
に
よ
る
と
、
昨

年
一
年
間
に
第
一
分
類
と
さ
れ
た
人
は
約
五
万
人
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
は
「
認
知
症
の
診
断
に
は
一
人
あ
た
り
半

日
か
か
る
。
過
疎
地
ほ
ど
車
の
必
要
性
が
高
く
診
断
の
需
要
が
あ
る
が
、
診
る
こ
と
の
で
き
る
専
門
医
は
少
な
い
」
と
医
療

体
制
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
改
正
案
施
行
後
の
医
療
体
制
、
特
に
認
知
症
の
診
断
が
で
き
る
専
門
医

の
不
足
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
不
十
分
と
の
指
摘
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
考
え
ら
れ
る
か
。

二

先
述
の
東
京
新
聞
に
よ
る
と
、
免
許
が
取
り
消
さ
れ
る
と
高
齢
者
の
生
活
の
足
を
奪
っ
て
し
ま
う
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
る
都
市
部
は
さ
て
お
き
、
公
共
交
通
機
関
の
な
い
郊
外
で
は
深
刻
だ
。
自
治
体

は
身
体
機
能
の
低
下
の
自
覚
の
あ
る
高
齢
者
に
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
促
進
す
る
た
め
、
免
許
返
納
者
に
タ
ク
シ
ー
割
引

等
の
特
典
を
設
け
た
り
、
マ
イ
カ
ー
に
代
わ
る
移
動
手
段
を
用
意
す
る
等
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
過
疎
地
な

ど
郊
外
に
住
む
人
は
免
許
を
返
納
す
る
と
著
し
く
不
自
由
な
生
活
が
強
い
ら
れ
る
た
め
自
主
返
納
を
躊
躇
す
る
人
が
少
な
く

な
い
と
い
う
。
朝
日
新
聞
十
一
月
二
日
新
潟
全
県
版
に
よ
る
と
、
車
を
運
転
で
き
ず
、
十
分
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
も
な
い
た

め
、
買
い
物
に
も
行
け
な
い
高
齢
者
の
こ
と
を
「
買
い
物
難
民
」
と
呼
ぶ
と
い
う
。

二



（
一
）

政
府
は
、
高
齢
者
が
免
許
を
返
納
し
た
後
の
、
生
活
環
境
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

様
々
な
自
治
体
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
交
通
機
関
の
な
い
地
域
に
住
む
高
齢
者
に
つ
い
て
、
自
治
体
や

地
域
の
自
主
的
な
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
政
府
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

（
二
）

最
近
で
は
、
免
許
を
返
納
し
た
後
、
自
動
車
の
代
用
品
と
し
て
シ
ニ
ア
カ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
シ
ニ
ア
カ
ー

は
電
動
で
歩
行
者
専
用
道
路
を
気
軽
に
走
行
で
き
る
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
便
利
な
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
方
で
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
に
公
表
さ
れ
た
、
消
費
者
安
全
調
査
委
員
会
に
よ
る
「
ハ
ン
ド
ル
形

電
動
車
椅
子
を
使
用
中
の
事
故
」
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
シ
ニ
ア
カ
ー
に
よ
る

事
故
が
五
十
一
件
発
生
し
て
お
り
、
同
委
員
会
は
経
済
産
業
大
臣
や
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
安
全
確
保
の
た
め
の

提
言
を
行
っ
て
い
る
。

シ
ニ
ア
カ
ー
に
は
、
事
故
を
起
こ
し
た
時
の
保
険
も
十
分
に
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
律
上
も
歩
行
者
と
同
様
に

扱
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
安
全
確
保
の
た
め
の
何
ら
か
の
法
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


